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田園住宅地の供給7

田園空間の整備により、都市や農村住民のニーズに応じた
優良な田園住宅を供給しています。

●全国で田園住宅用地188haを整備しました（1戸当たり敷地面積は都市部の約6倍の広さ）。その結果若い人た
ちも多く転入し（平均年齢42歳）、また半数以上は他の町村からの転入者で占められています。
●福井県上中町のほ場整備220haのうち約4haが住宅用に造成されました。新たな住宅への転入者の77％が上
中町以外からの転入者で占められ、また78％が30代～40代で、若い世代の流入を促しています。

■平成13年度までに着工された住環境整備事業地区（全108地区）

■転入者の前住居 

■福井県上中町の状況 

■供給住居の内容 

 1戸当たり面積 466m2 

 （都市の平均） （78m2） 

 一戸建て 99% 

 集合住宅 1%

3大都市圏からの移動 3%他府県からの移動 3%

同道府県の 
他町村から 
の移動 
43%

同町村内の 
移動 
51%

40代 
45%

30代 
33%

20代 
2%

大鳥羽以外 
の町内 
16%

隣接市町 
40%

大鳥羽 
（当該集落） 

7%

県外 
7%

隣接以外の 
県内嶺南地域 

30%

70代 
2%

60代 
9%

50代 
9%

転入者（戸主）の年齢 

転入者の前居住地 
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高齢者福祉・保健施設用地の供給8

農村整備では、高齢者福祉に配慮した施設の整備も行っています。

●高齢者福祉施設用地の供給やバリアフリー集落道などの様々な施設の整備を行い（全国で23地区）、地域に優し
い農村づくりを行っています。
●宮城県色麻町で建設された高齢者デイサービスセンター、保健福祉センター、児童センターは毎月平均1,600
人に利用され、町の福祉センターとして位置付けられています。

■高齢者福祉関連整備地区数累積値 ■平成13年度までに着工された高齢者福祉型農村整備地区

 整備内容 延べ整備量 

 バリアフリーの集落道 24km 

 生き甲斐農園 13ha 

 公共施設のバリアフリー化 15か所

 福祉施設用地整備 3.1ha

 施設名   

  335   

 保健福祉センター 640 全町民の7.8% 

 児童センター 628  

1か月当たり 
延べ利用人数 

全対象 
老人の 
 

町内の全 
児童数の 55.1%

141.4%高齢者デイ 
サービスセンター 

25
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10

5

0
平成8 9 10 11 12 13（年） 

地
区
数 

■宮城県色麻地区
福祉施設利用状況

地
域
を
造
る

■高齢者福祉型整備の内容

高齢者に配慮した「ゆったり歩道」（バリアフリー）
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安全な住環境づくり（浸水被害の防止）9

農業用排水施設が農地の浸水被害の防止・軽減を図ることにより、
周辺の工場や住宅市街地等の浸水被害をも防止・軽減しています。

●新潟県の西蒲原地域で発生した昭和53年6月と平成10年8月の豪雨の際の湛水面積を比較すると、排水施設
の整備が進んだ平成10年は、昭和53年の約10分の1と大幅に少なくなっています。

■湛水区域比較図

■降雨・湛水状況一覧表

※計画は、昭和53年6月の降雨を使用したシミュレーションに基づく想定被害。
※農村部とは、農作物及び農業用施設等の被害を示し、都市部とは、一般・公共施設等の被害を示す。
※平成10年8月4日の被害は関係市町村全域の被害を示し、西蒲原地区の受益範囲とは合
致しない。
資料）農林水産省調べ

昭和53年6月の湛水状況
※巻町中心（堀山）より西方を望む。

昭和53年6月26日湛水区域 
平成10年8月4日湛水区域 
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項　目 

最大連続雨量 

最大時間雨量 

湛 水 面 積 

365mm/3days（桜町） 

21mm（木場） 

10,620ha（13市町村） 

231mm/1day（新川河口） 

65mm（新川河口） 

1,107ha（5市町村） 

昭和53年6月26日 平成10年8月4日 

■被害面積及び被害額対比表

（億円） 

農村部（被害面積） 
都市部（被害面積） 
農村部（被害額） 
都市部（被害額） 

昭和53年6月26日被害　計画　平成10年8月4日被害 
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安定した住環境づくり（離島の振興）10

水源の乏しい離島では、ため池の整備により農業用水を確保し、
農業経営の安定化により、より住みやすい島をつくっています。

●沖縄県伊江島では、農業用のため池（40か所）を整備し、農業用水約56万m3を確保したことにより、農業生産額
が年々増加し、平成11年は約46億円で昭和55年の2.7倍に達しています。
●近隣離島の人口が減少している中で、安定的な農業経営がなされている伊江島では人口が昭和55年に比べ

1.8％増加しました。

■伊江島におけるため池の貯水量と農業生産額の推移

■伊江島の「きく」の出荷量と沖縄県内シェアの変化

■昭和55年からの伊江島と近隣離島における人口の増減

ナガラため池（団体営かんがい排水事業　着工：平成3年、竣工：平成7年）

 昭和45 50 55 60 平成2 7 11（年）  昭和55 平成2 7 （年） 
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